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うどんはざるに入れ、熱湯をかける
鶏もも肉は一口大に切り、熱湯をかける
長ネギは斜めに切り、白菜はざく切りにする
ごぼうは薄く斜め切りにして、水にさらす
生しいたけは石づきを取り除く
油揚げは２㎝の短冊切り、かまぼこは７㎜幅に切る
少量の出汁と調味料を合わせておく
土鍋に出汁と    、    を入れ、煮立ったら中火で５分煮る
    と    と    、油揚げを入れ、煮立ったらうどんを加え、さ
らに５分煮る
かまぼこと卵を割り入れ、七味唐辛子をお好みでかける

鍋はたくさんの野菜とたんぱく質食材が入ることにより、

一品でバランスのとれた料理になります。

たくさんの野菜を煮込むと、ビタミン・ミネラルがスープに溶け

出ています。締めはうどんや雑炊にして食べましょう。（鍋の素を

使用する場合、塩分が多いので要注意）
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大根は５㎜幅のいちょう切りにする
白菜は２㎝幅のざく切りにする
ニンジン・ごぼうはささがきにする
生姜は薄切りにする
長ネギは斜め切りにし、しめじは石づきの下を切る
豆腐は一口大に切る
土鍋に出汁と調味料を入れて煮立て、　 ～ 　を入れる
煮立ったら、つみれ・長ネギ・しめじ・豆腐を加え、
７～８分煮る
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うどん（生）　
鶏もも肉　
長ネギ
白菜　
ごぼう　
生しいたけ
油揚げ　

…………………３玉
…………………２００ｇ
………………………１本
………………………1/4玉
……………………1/2本
…………………4枚

………………………1枚

かまぼこ
卵
出汁
みそ
みりん
七味唐辛子
（当JA管内特産のあじめこしょうもおすすめです。）

…………………8切れ
……………………………４個
………………………７カップ
……………………大さじ６
…………………大さじ５
………………お好み

野菜たっぷりみそ煮込みうどん

RECIPE

2野菜たっぷりつみれ鍋

作り方

H e a r t f u l  C o m m u n i c a t i o n

酉年さん大集合 

JAひがしみのアンケート
実施結果 

特集1

特集2

H e a r t f u l  C o m m u n i c a t i o n

RECIPE

1

管理栄養士の
「おすすめレシピ」

１人当たりの栄養量

エネルギー：522kcal　たんぱく質：23.9ｇ　脂質：17.2ｇ　塩分：4.3ｇ

材料　　　　　　　　　　　　　　（4人分）

大根
白菜
ニンジン
ごぼう
長ネギ
しめじ
豆腐

………………………1/3本
………………………1/4玉
……………………1本
………………………１本
………………………１本
……………………1パック
…………………………１丁

つみれ
生姜
出汁
　酒
　しょうゆ
　みりん　

……………………１２粒
………………………小1片
……………………4カップ
…………………1/2カップ

………………大さじ3
………………大さじ3

作り方

１人当たりの栄養量

エネルギー：208kcal　たんぱく質：11.0ｇ　脂質：4.5ｇ　塩分：2.1ｇ

材料　　　　　　　　　　　　　　（4人分）

http://www.ja-higashimino.or.jp/
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら

JAひがしみの
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東美濃農業協同組合
代表理事組合長

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し

み
の
を
ご
愛
顧
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
地
域
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、
わ
が
国
の
経
済
情
勢
に
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

畜
産
物
に
お
い
て
は
、
全
国
的
な
子
牛
の
減
少
に
よ
り
、
子
牛
、
肉
牛
と
も
に
、
販
売
単
価
は
前
年
を
上
回
る
高
値
で
推
移

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
農
産
物
に
お
い
て
も
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
度
重
な
る
局
地
的
豪
雨
や
日
照
不
足
な
ど
異
常
気

象
の
影
響
を
受
け
、
水
稲
に
お
い
て
は
、
作
況
指
数
が
全
国
的
に
は
〝
や
や
良
〞
の
１
０
３
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
地
域

で
は
〝
平
年
並
み
〞
の
９８
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
当
地
域
の
主
な
農
産
物
で
あ
る「
ト
マ
ト
」「
ナ
ス
」の
生
産
に
つ

い
て
は
台
風
等
の
大
き
な
被
害
が
な
く
、
生
産
量
を
１
割
〜
２
割
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
栗
に
関
し
て
は

超
特
選
栗
を
中
心
と
し
た
生
産
が
8
月
の
日
照
不
足
の
影
響
に
よ
り
約
１
割
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
美

濃
地
方
で
生
産
さ
れ
る「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
に
行
わ
れ
ま
し
た
全
国
穀
物
検
定
協
会
が
行
う
食
味

ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
最
高
ラ
ン
ク
の「
特
Ａ
」評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
東
美
濃
管
内
の
米
の
生
産
者
や
消
費
者
に

と
っ
て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
今
後
の
米
の
生
産
者
の
所
得
増
大
や
米
の
消
費
拡
大
に
も
直
接
む
す
び
つ
く

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
自
己
改
革
の
目
標
で
も
あ
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
」の
実
現
に
向
け
、
米
の

消
費
拡
大
の
具
体
的
方
策
と
し
て
一
昨
年
よ
り「
今
ず
り
米 

ひ
と
な
る
」の
販
売
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
消
費
者
の

方
々
か
ら
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
は
、Ｊ
Ａ
・
組
合
員
の
組
織
・
事
業
の
形
態
等
を
見
直
す
、
改
正
農
協
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
我
々
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
自
己
改
革
の
目
標
で
あ
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」

の
実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
支
店
・
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
に
取
り
組
み「
食
」

と「
農
」を
通
じ
て
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
組
合
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2005年（平成17年） 1993年（平成5年）   1981年（昭和56年） 1969年（昭和44年） 
1957年（昭和32年） 1945年（昭和20年） 1933年（昭和8年）   1921年（大正10年）

　
新しい年が始まりました。皆さんにとって素晴らしい一年となることを、心より願っております。
今回は新年の幕開けにふさわしい年男・年女の方に登場していただき、今年の抱負を語っていた
だきました。

●生まれ年

●酉年生まれの性格
とり

と

り
Q1● 昨年を振り返って
Q2●今年はどんな一年にしたいか
Q3●ＪＡに期待すること、メッセージ

中島 彩さん
平成5年生まれ

原 節子さん
大正１０年生まれ

5年生として、低学年の
子の面倒や６年生に向
けて頑張りました。

６年生として、いろんな
面で自分を高めれる年
にしたいです。

おいしいお米が食べたい
です。

Q1

Q2

Q3

桜井 八朗さん
昭和20年生まれ

「じいじとばあばの作ってくれたお米、野
菜などが美味しくて大好きだよ」と孫たち
が言ってくれます。魚も大好き。１年を
通して農業と趣味にいそしめた年でした。

生活の全ては健康から。
３６５日体を動かし、趣味と共に野
菜作りなどを続けたいと思います。

笑顔とやさしい窓口対応。
農家への応援を引き続きお願い致します。

Q1

Q2

Q3

吉村 淳さん
昭和32年生まれ

色々な事がありましたが、とりあえず
健康に過せたので“よし”とします。

まずは家族全員健康で過したいです。
今年は５回目の年男、初心に帰って
一から頑張りたいです。

グローバルで未来思考の農業を目指
して欲しいです。

Q1

Q2

Q3

色んな事があった1年でした。周りの人たちの存
在に助けられ、感謝することばかりでした。

自分の好きな事を好きなだ
けやって、なおかつ夢に近
ずづけるように頑張ってい
きたいです。

地域を代表して良い暮ら
しが出来るようにサポー
トしてほしいです。

Q1

Q2

Q3

おかげで元気に過ご 
せたことを感謝し
ています。

８回目を迎えた酉年。
元気いっぱい楽し
く過ごしたいです。

地域とのよい関係を
築いてほしいです。

Q1

Q2

Q3

申
年
さ
ん 

大
集
合
！！

酉
年
さ
ん 

大
集
合
！！

酉
年
さ
ん 

大
集
合
！！

酉
年
さ
ん 

大
集
合
！！

内田 杏風さん
平成17年生まれ

あす　か

1

●23● JAひがしみの

　頭がよく、何事も器用にこなすことができます。また好奇心が旺盛で積極的に素早く行動に移すことができ、簡単に吸

収ができます。しかしながら、努力しなくても才能に恵まれているために飽きやすく中途半端に終わったり、すぐに移り気

になってしまう傾向があるので、忍耐が必要かもしれません。最後まで探求し続けることが、運気向上のカギとなるでしょう。

明るい性格で人気者になりやすく、みんなの輪の中心的な人物になることが多いようです。

佐藤 かおりさん
昭和４４年生まれ

たくさんの出会いの中、
色んな経験をさせて頂き、
学びの多い１年でした。

家族と仲良く過ごし、
仕事も楽しく充実さ
せる。みんなが輝け
る年にしたいです。

若い人や農業に馴染
みのない人にも身近
に感じられる存在で
あってほしいです。

Q1

Q2

Q3
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に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
支
店
・
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
に
取
り
組
み「
食
」

と「
農
」を
通
じ
て
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
組
合
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2005年（平成17年） 1993年（平成5年）   1981年（昭和56年） 1969年（昭和44年） 
1957年（昭和32年） 1945年（昭和20年） 1933年（昭和8年）   1921年（大正10年）

　
新しい年が始まりました。皆さんにとって素晴らしい一年となることを、心より願っております。
今回は新年の幕開けにふさわしい年男・年女の方に登場していただき、今年の抱負を語っていた
だきました。

●生まれ年

●酉年生まれの性格
とり

と

り
Q1● 昨年を振り返って
Q2●今年はどんな一年にしたいか
Q3●ＪＡに期待すること、メッセージ

中島 彩さん
平成5年生まれ

原 節子さん
大正１０年生まれ

5年生として、低学年の
子の面倒や６年生に向
けて頑張りました。

６年生として、いろんな
面で自分を高めれる年
にしたいです。

おいしいお米が食べたい
です。

Q1

Q2

Q3

桜井 八朗さん
昭和20年生まれ

「じいじとばあばの作ってくれたお米、野
菜などが美味しくて大好きだよ」と孫たち
が言ってくれます。魚も大好き。１年を
通して農業と趣味にいそしめた年でした。

生活の全ては健康から。
３６５日体を動かし、趣味と共に野
菜作りなどを続けたいと思います。

笑顔とやさしい窓口対応。
農家への応援を引き続きお願い致します。

Q1

Q2

Q3

吉村 淳さん
昭和32年生まれ

色々な事がありましたが、とりあえず
健康に過せたので“よし”とします。

まずは家族全員健康で過したいです。
今年は５回目の年男、初心に帰って
一から頑張りたいです。

グローバルで未来思考の農業を目指
して欲しいです。

Q1

Q2

Q3

色んな事があった1年でした。周りの人たちの存
在に助けられ、感謝することばかりでした。

自分の好きな事を好きなだ
けやって、なおかつ夢に近
ずづけるように頑張ってい
きたいです。

地域を代表して良い暮ら
しが出来るようにサポー
トしてほしいです。

Q1

Q2

Q3

おかげで元気に過ご 
せたことを感謝し
ています。

８回目を迎えた酉年。
元気いっぱい楽し
く過ごしたいです。

地域とのよい関係を
築いてほしいです。

Q1

Q2

Q3

申
年
さ
ん 

大
集
合
！！

酉
年
さ
ん 

大
集
合
！！

酉
年
さ
ん 

大
集
合
！！

酉
年
さ
ん 

大
集
合
！！

内田 杏風さん
平成17年生まれ

あす　か

1

●23● JAひがしみの

　頭がよく、何事も器用にこなすことができます。また好奇心が旺盛で積極的に素早く行動に移すことができ、簡単に吸

収ができます。しかしながら、努力しなくても才能に恵まれているために飽きやすく中途半端に終わったり、すぐに移り気

になってしまう傾向があるので、忍耐が必要かもしれません。最後まで探求し続けることが、運気向上のカギとなるでしょう。

明るい性格で人気者になりやすく、みんなの輪の中心的な人物になることが多いようです。

佐藤 かおりさん
昭和４４年生まれ

たくさんの出会いの中、
色んな経験をさせて頂き、
学びの多い１年でした。

家族と仲良く過ごし、
仕事も楽しく充実さ
せる。みんなが輝け
る年にしたいです。

若い人や農業に馴染
みのない人にも身近
に感じられる存在で
あってほしいです。

Q1

Q2

Q3



Q1Q2Q3

Q4Q5Q6

Q7Q8Q9

Q10

ご回答者さまについての質問

組合
員区
分

 
回答
者性
別

 
回答
者年
齢別

 

回答
者の
主な
職業

農地
所有
の有
無

 所有
農地
面積

 

耕作
放棄
地の
有無

 耕作
放棄
地の
面積

 回答
者農
家の
形態

 

後継
者の
有無

 

●45● JAひがしみの

※問5で
「はい」とお答え
になられた方は、
続いて問６へお進みいた
だき、「いいえ」とお答えになられた方は、問11へお進みください。

※耕作放棄地
とは、以前は耕地
であったもので、過去
１年以上作付けせず、しかも
この数年の間に再び耕作する考えのない土地です。

※10ａ＝１反、
　1ha＝１町歩

※質問の中での「あなた」とは、ご回答いただいているご本人としてご記入をお願いしています。

5ａ～
10ａ未満
11%

10ａ～ 20ａ未満
16%

20ａ～ 50ａ未満
32%

50ａ～ 1ha 未満
26%

2ha 以上 1%

1ha ～ 2ha 未満
7%

農業
34%

はい
86%

いいえ
14%

はい
46%

いいえ
54%

はい
46%

いいえ
54%

無職
28%

専業農家
15%

兼業農家で
農業が中心
15%

兼業農家で
農業以外が中心

48%

農地はあるが
耕作や農業経営
はしていない

15%

その他
7%

パート
タイマー
8.3%

会社員・役員
15%

男性
78%

女性
21%

未回答
1%

正組合員
76%

准組合員
17%

 いない 6% 未回答
1%

その他
5%

50 歳代
11%

60 歳代
35%

70 歳代
32%

80 歳以上
16%

未回答
1%

30 歳未満 1%
30 歳代 1%

40 歳代 3%

未回答 1%

公務員 3%自営業 6%

5ａ未満
7%

より一層ご満足いただけるＪＡひがしみのにするために

特 集 2特 集 2

配 布 先

配布方法

提出期限

広報誌配布先(組合員戸及びその他配布先） 

平成28年9月号広報誌折込  

平成28年10月31日   

24,540通
1,082通
172通

1,254通
5.11%

発送件数   
回答者より直接本店へ郵送された分 
支店・営業所・事業所の窓口に提出された分 
合計   
回収率     

調
査
方
法

回
答
状
況

あ
な
た
又
は
家
族
の
方
で
、組
合

員
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

ま
た
、組
合
員
の
方
は
、正
組
合

員・准
組
合
員
の
ど
ち
ら
で
す
か
。

あ
な
た
の
性
別
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

あ
な
た
の
年
齢
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

あ
な
た
の
主
た
る
職
業
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

問
１
で「
正
組
合
員
」「
准
組
合
員
」

と
お
答
え
に
な
ら
れ
た
方
に
質
問

し
ま
す
。あ
な
た
の
お
宅
で
は
、農

地
を
所
有
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

あ
な
た
の
お
宅
の
農
地
面
積
は
、

ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

あ
な
た
の
お
宅
で
は
、現
在
、耕

作
放
棄
地
は
あ
り
ま
す
か
。

問
７
で「
は
い
」と
お
答
え
に
な
ら

れ
た
方
に
質
問
し
ま
す
。あ
な
た

の
お
宅
で
は
、ど
れ
ほ
ど
の
耕
作

放
棄
地
の
面
積
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
な
た
の
お
宅
の
農
業
形
態
は
、

ど
れ
に
該
当
し
ま
す
か
。

あ
な
た
の
お
宅
で
は
、農
業
を
継

が
れ
る
後
継
者
の
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。

※正組合員は、
経営する農地が
5a以上か、農業に
年間30日以上従事される農業者の方です

JAひがしみのアンケート実施結果

JAひがしみのアンケート実施結果JAひがしみのアンケート実施結果
このたび実施いたしました「JA ひがしみのアンケート」に多くの貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございました。
アンケートの結果及びお寄せいただきましたご意見・ご要望等は、地域に根ざしたより良いＪＡを目指し、今後の第６次中
期計画の実践・ＪＡ運営の参考とさせていただきます。

第６次中期計画（平成28年度～平成30年度）

基本計画

　ＪＡひがしみのでは、第５次中期計画（平成25年度～平成27年度）の基本目標として、「農を基
軸とした組織活動と事業展開の実践」「組織基盤の強化」「経営基盤の強化、健全性の確立」を掲
げ取り組んできました。その結果、一定の成果は挙げられたものの、継続が必要な事項に加え、
情勢の変化により新たな取り組みが必要な事項など、取り組むべき課題は山積しています。
　農業面については、担い手・後継者の不足、農業資材価格の高止まり、米価の低迷、交付金の
減少、平成30年産米からの生産数量目標の廃止、経営所得安定対策の段階的な見直し、飼料用
米の交付金拡大、農地中間管理事業の開始、大筋合意に至ったＴＰＰ（環太平洋連携協定）等大
きな環境変化の中、将来にわたって安定した農業経営が継続できるよう農業者の所得増大へのさ
らなる取り組みが求められています。
　ＪＡをめぐる情勢については、政府はＴＰＰによる自由化や規制緩和を視野に、農業・農村全
体の所得を今後10年間で倍増することを目指し「農林水産業・地域の活力創造プラン」を改訂し、
この農政改革の一環として「農協改革」の推進を決定しました。そして、平成27年4月の閣議決定
を経て、ＪＡの事業運営原則の明確化、理事の構成、中央会制度の廃止、公認会計士監査の義務
付け、ＪＡ・連合会の組織変更規程等を盛り込んだ改正農協法が平成27年8月の通常国会にて成
立しました。
　これらを受けＪＡグループでは、平成26年度からの５年間を自己改革の集中期間とし、特に平
成28年度からの３年間を集中実践期間として取り組むことを表明しました。
　このような状況の下、ＪＡひがしみのでは、平成28年度からの３ヵ年の中期計画を策定し、「農
業者の所得増大」「地域の活性化」「経営基盤の確立」を自己改革の最重要課題として、地域に根ざ
した総合農協を目指し、組合員と共に役職員が一丸となって長期ビジョンの実現に向け取り組ん
でまいります。

１．農業者の所得増大と農業生産の拡大
（1）付加価値の増大、消費者ニーズに基づく販売力強化
（2）新たな担い手の育成・支援
（3）生産資材コスト低減と省力化資材の提案
（4）営農指導態勢の強化による農業生産・技術力の向上
（5）事業部署間の連携強化

２．総合事業展開による地域の活性化
（1）「食」と「農」を基軸としたＪＡ活動による地域コミュニティの活性化
（2）総合事業を活かした組合員・利用者ニーズに即した提案型事業の展開
（3）次世代・若年層との繋がり強化

３．組織基盤・経営基盤の確立
（1）全役職員による事業計画の遂行と経営管理態勢強化による自己資本の充実
（2）経済事業のさらなる収支改善
（3）組合員の事業利用メリットの醸成、准組合員のパートナー化
（4）組合員に信頼され満足いただける職員の育成
（5）不祥事未然防止策のさらなる確立と法令遵守の徹底

5ａ未満
27%

5ａ～ 10ａ未満
25%

10ａ～ 20ａ未満
26%

20ａ～50ａ未満
17%

50ａ～1ha
未満4% 2ha 以上未満 1%

1ha～2ha未満0%

皆様の声を
明日のJA
ひがしみのに

反映させて
いただきます。

長期ビジョン（経営方針）

◆地域の農業者のために
地域の農業を支える専業・兼業等多様な担い手（農業者）を応援し、元気と活力ある東美濃
地域の農業を構築します。
◆地域に必要とされるために
JAの存在意義と使命を見つめ直し、東美濃地域から必要とされるJAを目指します。

◆地域で信頼されるJAとなるために
組織基盤の拡充、経営基盤の強化・健全性の向上により、将来にわたって安定した事業運営
の確立を図ります。
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●45● JAひがしみの

※問5で
「はい」とお答え
になられた方は、
続いて問６へお進みいた
だき、「いいえ」とお答えになられた方は、問11へお進みください。

※耕作放棄地
とは、以前は耕地
であったもので、過去
１年以上作付けせず、しかも
この数年の間に再び耕作する考えのない土地です。

※10ａ＝１反、
　1ha＝１町歩

※質問の中での「あなた」とは、ご回答いただいているご本人としてご記入をお願いしています。

5ａ～
10ａ未満
11%

10ａ～ 20ａ未満
16%

20ａ～ 50ａ未満
32%

50ａ～ 1ha 未満
26%

2ha 以上 1%

1ha ～ 2ha 未満
7%

農業
34%

はい
86%

いいえ
14%

はい
46%

いいえ
54%

はい
46%

いいえ
54%

無職
28%

専業農家
15%

兼業農家で
農業が中心
15%

兼業農家で
農業以外が中心

48%

農地はあるが
耕作や農業経営
はしていない

15%

その他
7%

パート
タイマー
8.3%

会社員・役員
15%

男性
78%

女性
21%

未回答
1%

正組合員
76%

准組合員
17%

 いない 6% 未回答
1%

その他
5%

50 歳代
11%

60 歳代
35%

70 歳代
32%

80 歳以上
16%

未回答
1%

30 歳未満 1%
30 歳代 1%

40 歳代 3%

未回答 1%

公務員 3%自営業 6%

5ａ未満
7%

より一層ご満足いただけるＪＡひがしみのにするために

特 集 2特 集 2

配 布 先

配布方法

提出期限

広報誌配布先(組合員戸及びその他配布先） 

平成28年9月号広報誌折込  

平成28年10月31日   

24,540通
1,082通
172通

1,254通
5.11%

発送件数   
回答者より直接本店へ郵送された分 
支店・営業所・事業所の窓口に提出された分 
合計   
回収率     
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法
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況
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の
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で
、組
合

員
の
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っ
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ま
す
か
。
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合
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の
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組
合

員・准
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合
員
の
ど
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で
す
か
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ま
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で「
正
組
合
員
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准
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」

と
お
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に
な
ら
れ
た
方
に
質
問

し
ま
す
。あ
な
た
の
お
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で
は
、農

地
を
所
有
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ま
す
か
。

あ
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の
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の
農
地
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は
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。

あ
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問
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で
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※正組合員は、
経営する農地が
5a以上か、農業に
年間30日以上従事される農業者の方です

JAひがしみのアンケート実施結果

JAひがしみのアンケート実施結果JAひがしみのアンケート実施結果
このたび実施いたしました「JA ひがしみのアンケート」に多くの貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございました。
アンケートの結果及びお寄せいただきましたご意見・ご要望等は、地域に根ざしたより良いＪＡを目指し、今後の第６次中
期計画の実践・ＪＡ運営の参考とさせていただきます。

第６次中期計画（平成28年度～平成30年度）

基本計画

　ＪＡひがしみのでは、第５次中期計画（平成25年度～平成27年度）の基本目標として、「農を基
軸とした組織活動と事業展開の実践」「組織基盤の強化」「経営基盤の強化、健全性の確立」を掲
げ取り組んできました。その結果、一定の成果は挙げられたものの、継続が必要な事項に加え、
情勢の変化により新たな取り組みが必要な事項など、取り組むべき課題は山積しています。
　農業面については、担い手・後継者の不足、農業資材価格の高止まり、米価の低迷、交付金の
減少、平成30年産米からの生産数量目標の廃止、経営所得安定対策の段階的な見直し、飼料用
米の交付金拡大、農地中間管理事業の開始、大筋合意に至ったＴＰＰ（環太平洋連携協定）等大
きな環境変化の中、将来にわたって安定した農業経営が継続できるよう農業者の所得増大へのさ
らなる取り組みが求められています。
　ＪＡをめぐる情勢については、政府はＴＰＰによる自由化や規制緩和を視野に、農業・農村全
体の所得を今後10年間で倍増することを目指し「農林水産業・地域の活力創造プラン」を改訂し、
この農政改革の一環として「農協改革」の推進を決定しました。そして、平成27年4月の閣議決定
を経て、ＪＡの事業運営原則の明確化、理事の構成、中央会制度の廃止、公認会計士監査の義務
付け、ＪＡ・連合会の組織変更規程等を盛り込んだ改正農協法が平成27年8月の通常国会にて成
立しました。
　これらを受けＪＡグループでは、平成26年度からの５年間を自己改革の集中期間とし、特に平
成28年度からの３年間を集中実践期間として取り組むことを表明しました。
　このような状況の下、ＪＡひがしみのでは、平成28年度からの３ヵ年の中期計画を策定し、「農
業者の所得増大」「地域の活性化」「経営基盤の確立」を自己改革の最重要課題として、地域に根ざ
した総合農協を目指し、組合員と共に役職員が一丸となって長期ビジョンの実現に向け取り組ん
でまいります。

１．農業者の所得増大と農業生産の拡大
（1）付加価値の増大、消費者ニーズに基づく販売力強化
（2）新たな担い手の育成・支援
（3）生産資材コスト低減と省力化資材の提案
（4）営農指導態勢の強化による農業生産・技術力の向上
（5）事業部署間の連携強化

２．総合事業展開による地域の活性化
（1）「食」と「農」を基軸としたＪＡ活動による地域コミュニティの活性化
（2）総合事業を活かした組合員・利用者ニーズに即した提案型事業の展開
（3）次世代・若年層との繋がり強化

３．組織基盤・経営基盤の確立
（1）全役職員による事業計画の遂行と経営管理態勢強化による自己資本の充実
（2）経済事業のさらなる収支改善
（3）組合員の事業利用メリットの醸成、准組合員のパートナー化
（4）組合員に信頼され満足いただける職員の育成
（5）不祥事未然防止策のさらなる確立と法令遵守の徹底

5ａ未満
27%

5ａ～ 10ａ未満
25%

10ａ～ 20ａ未満
26%

20ａ～50ａ未満
17%

50ａ～1ha
未満4% 2ha 以上未満 1%

1ha～2ha未満0%

皆様の声を
明日のJA
ひがしみのに

反映させて
いただきます。

長期ビジョン（経営方針）

◆地域の農業者のために
地域の農業を支える専業・兼業等多様な担い手（農業者）を応援し、元気と活力ある東美濃

地域の農業を構築します。
◆地域に必要とされるために
JAの存在意義と使命を見つめ直し、東美濃地域から必要とされるJAを目指します。

◆地域で信頼されるJAとなるために
組織基盤の拡充、経営基盤の強化・健全性の向上により、将来にわたって安定した事業運営

の確立を図ります。
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中期計画全体への感想
 

農業者の所得増大・農業生産の拡大
への取組姿勢
 

組織活動重要性の再認識・
総合事業展開による
地域活性化への取組内容
 

組織活動重要性の再認識・
総合事業展開による
地域活性化への取組姿勢
 

組織基盤・経営基盤の
確立への取組内容

組織基盤・経営基盤の
確立への取組姿勢
 

農業者の所得増大・農業生産の拡大
への取組内容
 

満足
6%

やや満足
18%

不満
7%

やや不満
7%

どちらでもない
44%

未回答 18%

満足
6%

やや満足
13%

不満
7%

やや不満
9%どちらでもない

49%

未回答 16%満足
6%

やや満足
16%

不満
6%

やや不満
6%

どちらでもない
41%

未回答 25%

満足
9%

やや満足
20%

不満
5%

やや不満
7%

どちらでもない
41%

未回答 18%

満足
8%

やや満足
19%

不満
4%

やや不満
6%

どちらでもない
39%

未回答 24%

満足
8%

やや満足
19%

不満
4%

やや不満
7%

どちらでもない
41%

未回答 21%

満足
7%

やや満足
19%

不満
4%

やや不満
7%どちらでもない

39%

未回答 24%

繋がっている
15%

やや繋がっている
21%

少しは繋がっている
20%

全く繋がっていない
15%

未回答
7%

不明 20%

大いに
繋がっている 2%

満足 25%

やや満足
23%

不満 4%やや不満 7%

どちらでもない
33%

未回答 3%不明 5%

満足
23%

やや満足
27%

どちらでもない
28%

不明 5% 未回答 3%

不満 4%

やや不満
10%

満足 27%

やや満足
29%

やや不満
9%

どちらでもない
27%

未回答 2%不明 2%

不満 4%

満足 35%

やや満足
34%

やや不満
7%

どちらでもない
19%

不明 1% 未回答 2%

不満 2%

満足
20%

やや満足
25%

どちらでもない
28%

不明 13%

未回答 4%

やや不満 8% 不満 2%

満足
16%

やや満足
17%

どちらでもない
23%

未回答
9%

不明 29%

やや不満 5%
不満
1%やや不満 7%

不満
3%

満足
11%

やや満足
18%

どちらでもない
25%

未回答
9%

不明 27%

第６次中期計画についての質問

６
次
中
期
計
画
に
つ
い
て

職
員
の
お
宅
へ
の
訪
問（
頻
度・内
容

等
）に
つ
い
て
、ご
満
足
い
た
だ
い
て

い
ま
す
か
。

Ｊ
Ａ
職
員
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
や

対
応
に
つ
い
て
、ご
満
足
い
た
だ
い

て
い
ま
す
か
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
ご
来
店
い
た

だ
い
た
際
の
挨
拶
や
対
応
等
に
つ
い

て
、ご
満
足
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
。

支
店
へ
ご
来
店
い
た
だ
い
た
際
の
挨

拶
や
対
応
等
に
つ
い
て
、ご
満
足
い

た
だ
い
て
い
ま
す
か
。

Ａ
コ
ー
プ
へ
ご
来
店
い
た
だ
い
た
際

の
挨
拶
や
対
応
等
に
つ
い
て
、ご
満

足
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
。

当
Ｊ
Ａ
の
セ
ル
フ
方
式
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
の
価
格・使
い
勝
手
等
に
つ

い
て
、ご
満
足
い
た
だ
い
て
い
ま
す

か
。

第６次中期計画の全体について、どのような感想をお持ちですか。

当
Ｊ
Ａ
の
セ
ル
フ
方
式
以
外
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
へ
ご
来
店
い
た
だ
い

た
際
の
挨
拶
や
対
応
等
に
つ
い
て
、

ご
満
足
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
。

当
Ｊ
Ａ
の
事
業
内
容
、活
動
内
容
、対

応
等
に
つ
い
て
、ご
満
足
い
た
だ
い

て
い
ま
す
か
。

ファ
ンづ
くり・
福祉
活動
の貢
献度

各
支
店・ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
」や

女
性
部
活
動
を
中
心
と
し
た「
高
齢
者
福

祉
活
動
」は
、地
域
貢
献・Ｊ
Ａ
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
か
。

訪問
活動
の満
足度

職員
の業
務満
足度

支店
の対
応満
足度

グリ
ーン
Ｃの
対応
満足
度

Ａコ
ープ
の対
応満
足度

セル
フ以
外Ｓ
Ｓの
対応
満足
度

セル
フＳ
Ｓ価
格・
使い
勝手
満足
度

やや不満 10%

満足
12%

やや満足
24%

どちらでもない
36%

未回答
7%不明

7%

不満 4%

ＪＡ
事業
活動
・対
応満
足度

自作している
58%知人・親戚等

23%

未回答
2%

その他 2%
ＪＡの店舗 2%

ＪＡの予約米「ひとなる」3%

営農組合等 6%

ＪＡ以外のスーパー等4%

満足 4%

やや満足
10%

不満 2%

やや不満 4%

どちらでもない
42%

未回答 10%

不明 28%

その他についての質問

自主
米の
主な
購入
先

あ
な
た
の
お
宅
で
食
べ
ら
れ
る
お
米

は
、主
に
ど
こ
か
ら
調
達
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

満足
19%

やや満足
38%

不満 1%
やや不満 6%

どちらでもない
31%

未回答 4%不明 1%
広報
誌の
満足
度

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
広
報
誌『
ひ

が
し
み
の
』は
、あ
な
た
に
と
っ
て
生

活
や
農
業
に
役
立
つ
情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

ホー
ムペ
ージ
の満
足度

当
Ｊ
Ａ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、あ
な
た
に
と
っ
て
生
活

や
農
業
に
役
立
つ
情
報
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

※問15以降からの質問については、お答えいただく基準を平成 27 年度末（平成 28 年 3月末）としてご回答いただいています。

アンケートへのご協力
有難うございました。

未来に向けてより良いJAづくりに
役立たせていただきます。

第6次中期計画では
農業者の所得増大や
地域の活性化に
取り組んで参ります。

特 集 2 JAひがしみのアンケート実施結果
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れ

て
い
ま
す
か
。

※問15以降からの質問については、お答えいただく基準を平成 27 年度末（平成 28 年 3月末）としてご回答いただいています。

アンケートへのご協力
有難うございました。

未来に向けてより良いJAづくりに
役立たせていただきます。

第6次中期計画では
農業者の所得増大や
地域の活性化に
取り組んで参ります。

特 集 2 JAひがしみのアンケート実施結果
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当
Ｊ
Ａ
は
12
月
２
日
、
同
Ｊ
Ａ
本
店
で
ち
ぢ

み
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
出
荷
目
揃
え
会
を
行
い
、

生
産
者
や
同
Ｊ
Ａ
、
恵
那
農
林
事
務
所
な
ど
12

名
が
収
穫
基
準
の
大
き
さ
や
縮
れ
た
葉
を
見
せ

る
袋
詰
め
の
手
順
な
ど
の
出
荷
規
格
を
確
認
し

ま
し
た
。 

　

昨
年
は
９
月
の
雨
に
よ
り
発
芽
が
遅
れ
た
影

響
で
、
一
昨
年
よ
り
少
な
め
の
約
３
㌧
を
出
荷
予

定
。
12
月
中
旬
か
ら
２
月
ま
で
岐
阜
市
場
へ
出
荷

し
、
同
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
。 

　

同
Ｊ
Ａ
職
員
は「
同
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
冬
野
菜
と

し
て
定
着
さ
せ
、産
地
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

ちぢれた葉に甘み十分
ちぢみほうれんそう出荷

出荷規格を確認する職員ら

　

当
J
A
女
性
部
は
12
月
６
日
、当
Ｊ
Ａ

本
店
で「
乳
製
品
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」を
行
い
、若
い
子

育
て
世
代
の
女
性
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
ス
ク
ー
ル
は
、
幼
い
子
ど
も
の
い

る
女
性
に
も
安
心
し
て
受
講
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
託
児
所
を
設
置
。

　

美
濃
酪
連
酪
農
女
性
部
が
講
師
に
な

り
、
美
濃
酪
連
の
商
品
を
使
っ
た
ホ
ワ

イ
ト
カ
レ
ー
や
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
な

ど
５
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
乳
製
品
を
使
う
こ
と
で

料
理
の
幅
が
広
が
る
こ
と
と
そ
の
美
味

し
さ
を
再
発
見
で
き
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

簡単クリスマス料理に挑戦
託児所を設けて開催

料理しながら交流を行う参加者

　

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
、
11
月
２4
日
、
J
A
恵

南
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で
、
ふ
れ
あ
い
セ
ミ

ナ
ー
の
一
環
と
し
て「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩

で
体
力
を
つ
け
よ
う
！
」と
題
し
た
特
別
講

座
を
開
催
し
、
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
は
、体
力
を
向
上
さ
せ
、

様
々
な
病
気
の
予
防
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
参
加
者
は
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
少

し
大
き
め
の
歩
幅
で
〝
ゆ
っ
く
り
歩
き
〞
と

〝
早
歩
き
〞
を
３
分
間
交
互
に
、
30
分
続
け

ま
し
た
。
参
加
者
は
週
４
回
を
目
標
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
た
同
J
A
女

性
連
絡
協
議
会
三
尾
揚
子
会
長
は「
続
け
る
こ
と
が
大
事
。
仲
間
と
共
に
女
性
部

活
動
に
参
加
し
よ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

〝インターバル速歩で体力をつけよう〟
ＪＡ女性部が特別講座

インターバル速歩で気持ちよい汗をかく参加者

　

中
津
川
市
は
11
月
14
日
、
同
市
高
山
の
常
盤
座
で
、
当
Ｊ
Ａ
を
含
む
９
つ
の
金
融
機
関
と

個
別
に「
金
融
機
関
と
の
地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
協
定
は
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
力
な
ど
を
持
つ

金
融
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
づ
く
り
、
若
者
の

地
元
定
着
な
ど
を
目
指
す
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
と
の
協
定
で
は
、
若
者
の
新
規
就
農
に
向
け
た
技
術

支
援
、
就
農
セ
ミ
ナ
ー
等
の
情
報
提
供
に
よ
り
市
内
企
業
の
活

力
向
上
・
農
林
業
の
振
興
や
移
住
定
住
推
進
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　

同
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
は「
市
と
協
力
し
、
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

中
津
川
市
が
９
金
融
機
関
と
協
定
を
締
結

協定を締結した当ＪＡ足立組合長㊧と青山市長

　

当
Ｊ
Ａ
と
恵
那
自
然
薯
生
産
組
合
は
11
月
２５
日
、Ｊ
Ａ
東

野
営
業
所
で
自
然
薯
の
出
荷
目
揃
え
会
を
開
き
、
同
組
合
、

恵
那
農
林
事
務
所
、
同
Ｊ
Ａ
な
ど
18
名
が
出
荷
規
格
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。
同
組
合
は
、
現
在
９
戸
が
約
3５
ａ
で
自
然

薯
を
栽
培
。
環
境
に
配
慮
し
た「
ぎ
ふ
ク
リ
ー
ン
農
業
」を

取
得
し
安
全
・
安
心
な
生
産
に
加
え
、
共
同
施
設
で
種
芋
の

生
産
を
行
う
な
ど
品
質
の
統
一
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。　

　

伊
藤
正
博
同
組
合
長
は「
今
年
は
見
た
目
も
満
足
い
く
自

然
薯
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
自
然
薯
を
多
く
の

人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
の
贈
答
品
と
し
て
も
人
気
で
、
12
月
５
日
か
ら
２2
日
ま
で
全
国
へ
発
送
し
た
他
、

同
Ｊ
Ａ
え
な
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
も
販
売
し
、
好
評
で
し
た
。

品
質
良
好
、
贈
答
品
に
好
評

自
然
薯
出
荷

出荷規格を確認する同組合員

　

当
Ｊ
Ａ
は
12
月
12
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で
い
ち
ご
の
出

荷
目
揃
え
会
を
開
き
、
生
産
者
や
恵
那
農
林
事
務
所
、

同
Ｊ
Ａ
な
ど
14
名
が
大
き
さ
や
色
付
き
な
ど
の
出

荷
規
格
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

東
美
濃
い
ち
ご
生
産
協
議
会
は
現
在
12
戸
。
主

に「
章
姫
」を
栽
培
し
、
５
月
ま
で
Ａ
コ
ー
プ
と
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
販
売
予
定
で
す
。
特
に
ク
リ

ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
は
需
要
が
高
ま
り
、
多
く
の

人
が
買
い
求
め
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
員
は「
酸
味
と
甘
み
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ

く
、
品
質
の
高
い
イ
チ
ゴ
を
出
荷
し
た
い
」と
意
気

込
み
ま
し
た
。

収
量
・
品
質
の
向
上
目
指
す

い
ち
ご
出
荷
本
番

　

当
Ｊ
Ａ
助
け
合
い
組
織「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

は
12
月
７
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で
、
同
Ｊ
Ａ
訪
問
介

護
セ
ン
タ
ー
利
用
者
ら
5５
名
分
の
お
は
ぎ
を
作

り
ま
し
た
。

　

お
は
ぎ
は
き
な
粉
や
餡
、
ご
ま
の
３
種
類
を

用
意
。
そ
の
他
に
煮
物
、
漬
物
、
み
か
ん
な
ど

の
果
物
を
添
え
、
色
艶
や
か
な
弁
当
に
仕
上
げ

ま
し
た
。

　

弁
当
は
同
セ
ン
タ
ー
ヘ
ル
パ
ー
ら
が
利
用
者

宅
を
訪
問
し
無
料
で
配
布
。
利
用
者
は「
お
は

ぎ
が
美
味
し
く
て
毎
年
楽
し
み
。
自
宅
ま
で
届

け
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
」と
喜
び
ま
し
た
。

訪
問
介
護
利
用
者
へ
お
は
ぎ
を
手
づ
く
り

助
け
合
い
組
織
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

出荷基準を確認する職員ら

　

か
さ
ぎ
ゆ
ず
組
合
は
11
月
29
日
、
恵
那
市

立
恵
那
北
小
学
校
４
年
生
21
名
を
対
象
に
、

ゆ
ず
の
収
穫
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
組
合
が
、地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
、

特
産
品
の
ゆ
ず
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
４
年
ほ
ど
前
か
ら
同
小
学
校
と
同
市
立

恵
那
北
中
学
校
１
年
生
を
対
象
に
収
穫
体
験

学
習
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、

収
穫
し
た
ゆ
ず
を
使
っ
て
、
ゆ
ず
の
皮
む
き

や
果
実
絞
り
も
体
験
。

　

ま
た
、
同
生
徒
た
ち
は
同
組
合
か
ら
提
供

さ
れ
た
ゆ
ず
の
ペ
ー
ス
ト
を
利
用
し
、
ゆ
ず
ク
ッ
キ
ー
や
ゆ
ず
ど
ら
や
き
な
ど

工
夫
を
こ
ら
し
た
菓
子
づ
く
り
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

小学生がゆず収穫体験
かさぎゆず組合員が講師に

収穫体験を行う生徒たち

（
お
詫
び
と
訂
正
）　
　
12
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
J
A
恵
那
地
域
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
総
合
優
勝
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
し
く
は
鈴
木
正
司
さ
ん
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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当
Ｊ
Ａ
は
12
月
２
日
、
同
Ｊ
Ａ
本
店
で
ち
ぢ

み
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
出
荷
目
揃
え
会
を
行
い
、

生
産
者
や
同
Ｊ
Ａ
、
恵
那
農
林
事
務
所
な
ど
12

名
が
収
穫
基
準
の
大
き
さ
や
縮
れ
た
葉
を
見
せ

る
袋
詰
め
の
手
順
な
ど
の
出
荷
規
格
を
確
認
し

ま
し
た
。 

　

昨
年
は
９
月
の
雨
に
よ
り
発
芽
が
遅
れ
た
影

響
で
、
一
昨
年
よ
り
少
な
め
の
約
３
㌧
を
出
荷
予

定
。
12
月
中
旬
か
ら
２
月
ま
で
岐
阜
市
場
へ
出
荷

し
、
同
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
。 

　

同
Ｊ
Ａ
職
員
は「
同
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
冬
野
菜
と

し
て
定
着
さ
せ
、産
地
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

ちぢれた葉に甘み十分
ちぢみほうれんそう出荷

出荷規格を確認する職員ら

　

当
J
A
女
性
部
は
12
月
６
日
、当
Ｊ
Ａ

本
店
で「
乳
製
品
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」を
行
い
、若
い
子

育
て
世
代
の
女
性
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
ス
ク
ー
ル
は
、
幼
い
子
ど
も
の
い

る
女
性
に
も
安
心
し
て
受
講
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
託
児
所
を
設
置
。

　

美
濃
酪
連
酪
農
女
性
部
が
講
師
に
な

り
、
美
濃
酪
連
の
商
品
を
使
っ
た
ホ
ワ

イ
ト
カ
レ
ー
や
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
な

ど
５
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
乳
製
品
を
使
う
こ
と
で

料
理
の
幅
が
広
が
る
こ
と
と
そ
の
美
味

し
さ
を
再
発
見
で
き
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

簡単クリスマス料理に挑戦
託児所を設けて開催

料理しながら交流を行う参加者

　

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
、
11
月
２4
日
、
J
A
恵

南
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で
、
ふ
れ
あ
い
セ
ミ

ナ
ー
の
一
環
と
し
て「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩

で
体
力
を
つ
け
よ
う
！
」と
題
し
た
特
別
講

座
を
開
催
し
、
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
は
、体
力
を
向
上
さ
せ
、

様
々
な
病
気
の
予
防
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
参
加
者
は
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
少

し
大
き
め
の
歩
幅
で
〝
ゆ
っ
く
り
歩
き
〞
と

〝
早
歩
き
〞
を
３
分
間
交
互
に
、
30
分
続
け

ま
し
た
。
参
加
者
は
週
４
回
を
目
標
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
た
同
J
A
女

性
連
絡
協
議
会
三
尾
揚
子
会
長
は「
続
け
る
こ
と
が
大
事
。
仲
間
と
共
に
女
性
部

活
動
に
参
加
し
よ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

〝インターバル速歩で体力をつけよう〟
ＪＡ女性部が特別講座

インターバル速歩で気持ちよい汗をかく参加者

　

中
津
川
市
は
11
月
14
日
、
同
市
高
山
の
常
盤
座
で
、
当
Ｊ
Ａ
を
含
む
９
つ
の
金
融
機
関
と

個
別
に「
金
融
機
関
と
の
地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
協
定
は
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
力
な
ど
を
持
つ

金
融
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
づ
く
り
、
若
者
の

地
元
定
着
な
ど
を
目
指
す
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
と
の
協
定
で
は
、
若
者
の
新
規
就
農
に
向
け
た
技
術

支
援
、
就
農
セ
ミ
ナ
ー
等
の
情
報
提
供
に
よ
り
市
内
企
業
の
活

力
向
上
・
農
林
業
の
振
興
や
移
住
定
住
推
進
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　

同
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
は「
市
と
協
力
し
、
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

中
津
川
市
が
９
金
融
機
関
と
協
定
を
締
結

協定を締結した当ＪＡ足立組合長㊧と青山市長

　

当
Ｊ
Ａ
と
恵
那
自
然
薯
生
産
組
合
は
11
月
２５
日
、Ｊ
Ａ
東

野
営
業
所
で
自
然
薯
の
出
荷
目
揃
え
会
を
開
き
、
同
組
合
、

恵
那
農
林
事
務
所
、
同
Ｊ
Ａ
な
ど
18
名
が
出
荷
規
格
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。
同
組
合
は
、
現
在
９
戸
が
約
3５
ａ
で
自
然

薯
を
栽
培
。
環
境
に
配
慮
し
た「
ぎ
ふ
ク
リ
ー
ン
農
業
」を

取
得
し
安
全
・
安
心
な
生
産
に
加
え
、
共
同
施
設
で
種
芋
の

生
産
を
行
う
な
ど
品
質
の
統
一
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。　

　

伊
藤
正
博
同
組
合
長
は「
今
年
は
見
た
目
も
満
足
い
く
自

然
薯
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
自
然
薯
を
多
く
の

人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
の
贈
答
品
と
し
て
も
人
気
で
、
12
月
５
日
か
ら
２2
日
ま
で
全
国
へ
発
送
し
た
他
、

同
Ｊ
Ａ
え
な
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
も
販
売
し
、
好
評
で
し
た
。

品
質
良
好
、
贈
答
品
に
好
評

自
然
薯
出
荷

出荷規格を確認する同組合員

　

当
Ｊ
Ａ
は
12
月
12
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で
い
ち
ご
の
出

荷
目
揃
え
会
を
開
き
、
生
産
者
や
恵
那
農
林
事
務
所
、

同
Ｊ
Ａ
な
ど
14
名
が
大
き
さ
や
色
付
き
な
ど
の
出

荷
規
格
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

東
美
濃
い
ち
ご
生
産
協
議
会
は
現
在
12
戸
。
主

に「
章
姫
」を
栽
培
し
、
５
月
ま
で
Ａ
コ
ー
プ
と
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
販
売
予
定
で
す
。
特
に
ク
リ

ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
は
需
要
が
高
ま
り
、
多
く
の

人
が
買
い
求
め
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
員
は「
酸
味
と
甘
み
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ

く
、
品
質
の
高
い
イ
チ
ゴ
を
出
荷
し
た
い
」と
意
気

込
み
ま
し
た
。

収
量
・
品
質
の
向
上
目
指
す

い
ち
ご
出
荷
本
番

　

当
Ｊ
Ａ
助
け
合
い
組
織「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

は
12
月
７
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で
、
同
Ｊ
Ａ
訪
問
介

護
セ
ン
タ
ー
利
用
者
ら
5５
名
分
の
お
は
ぎ
を
作

り
ま
し
た
。

　

お
は
ぎ
は
き
な
粉
や
餡
、
ご
ま
の
３
種
類
を

用
意
。
そ
の
他
に
煮
物
、
漬
物
、
み
か
ん
な
ど

の
果
物
を
添
え
、
色
艶
や
か
な
弁
当
に
仕
上
げ

ま
し
た
。

　

弁
当
は
同
セ
ン
タ
ー
ヘ
ル
パ
ー
ら
が
利
用
者

宅
を
訪
問
し
無
料
で
配
布
。
利
用
者
は「
お
は

ぎ
が
美
味
し
く
て
毎
年
楽
し
み
。
自
宅
ま
で
届

け
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
」と
喜
び
ま
し
た
。

訪
問
介
護
利
用
者
へ
お
は
ぎ
を
手
づ
く
り

助
け
合
い
組
織
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

出荷基準を確認する職員ら

　

か
さ
ぎ
ゆ
ず
組
合
は
11
月
29
日
、
恵
那
市

立
恵
那
北
小
学
校
４
年
生
21
名
を
対
象
に
、

ゆ
ず
の
収
穫
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
組
合
が
、地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
、

特
産
品
の
ゆ
ず
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
４
年
ほ
ど
前
か
ら
同
小
学
校
と
同
市
立

恵
那
北
中
学
校
１
年
生
を
対
象
に
収
穫
体
験

学
習
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、

収
穫
し
た
ゆ
ず
を
使
っ
て
、
ゆ
ず
の
皮
む
き

や
果
実
絞
り
も
体
験
。

　

ま
た
、
同
生
徒
た
ち
は
同
組
合
か
ら
提
供

さ
れ
た
ゆ
ず
の
ペ
ー
ス
ト
を
利
用
し
、
ゆ
ず
ク
ッ
キ
ー
や
ゆ
ず
ど
ら
や
き
な
ど

工
夫
を
こ
ら
し
た
菓
子
づ
く
り
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

小学生がゆず収穫体験
かさぎゆず組合員が講師に

収穫体験を行う生徒たち

（
お
詫
び
と
訂
正
）　
　
12
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
J
A
恵
那
地
域
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
総
合
優
勝
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
し
く
は
鈴
木
正
司
さ
ん
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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ニ
ラ
は
中
国
西
部
の
原
産
。
北
は
モ
ン

ゴ
ル
、南
は
マ
レ
ー
シ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
ま
で
、

ア
ジ
ア
の
地
域
で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
強
い
香
り
の
も
と
、
硫
化
ア

リ
ル
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１
の
吸
収
率
を
高
め
、

糖
の
分
解
を
促
進
、
血
行
を
良
く
し
身
体

を
温
め
、
胃
腸
の
働
き
を
助
け
る
の
で
、

風
邪
予
防
や
回
復
に
も
効
果
的
、
抗
酸
化

作
用
に
よ
る
が
ん
の
抑
制
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

　

強
健
な
野
菜
で
、
一
度
植
え
れ
ば
毎
年
、

年
に
数
回
も
刈
り
取
り
で
き
る
も
の
で
、

狭
い
家
庭
菜
園
に
も
う
っ
て
つ
け
で
す
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
強
い
と
い
っ
て
も
２

〜
３
年
取
り
続
け
る
と
、
株
が
密
に
な
り
、

幅
広
で
厚
み
の
あ
る
良
質
の
葉
が
収
穫
で

き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

そ
う
な
る
前
に
株
分
け
し
更
新
を
は
か

る
こ
と
が

大
切
で 

す
。

　

株
分
け

の
適
期
は
、

越
冬
後
の

１
月
下
旬

〜
３
月
上

旬
に
か
け

て
で
す
。  

ニ

ラ
の
育
ち
を
観
察
す
る
と
、
冬
に
入
る
と

葉
が
次
第
に
枯
れ
、
休
眠
状
態
に
入
り
ま

す
が
、
こ
の
休
眠
が
覚
め
、
新
し
い
小
さ

な
芽
が
働
き
始
め
た
頃
を
見
計
ら
っ
て

株
分
け
作
業
を
す
る
の
で
す
。
こ
の
頃
は

根
株
に
栄
養
が
た
っ
ぷ
り
蓄
え
ら
れ
て
い

て
、
断
根
や
分
割
と
い
う
荒
治
療
を
し
て

も
傷
み
が
少
な
く
、
作
業
も
し
や
す
い
か

ら
で
す
。

　

株
分
け
作
業
は
、
ま
ず
残
っ
て
い
る
枯

葉
を
地
上
５
㎝
ほ
ど
の
高
さ
で
綺
麗
に
刈

り
取
り
ま
す
。
そ
し
て
株
の
周
り
に
く
わ

か
シ
ャ
ベ
ル
を
大
き
く
打
ち
込
み
、
根
株

を
掘
り
起
こ
し
ま
す
。
株
元
に
は
強
い
細

根
が
密
に
張
っ
て
い
る
の
で
、
全
部
を
掘

り
取
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
中
ほ

ど
で
切
断
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
一
向
に

構
い
ま
せ
ん
。

　

掘
り
上
げ
た
株
は
土
を
落
と
し
、
指
先

に
力
を
入
れ
て
大
ま
か
に
割
り
、
さ
ら
に

小
割
り
し
て
図
の
よ
う
に
１
株
ず
つ
に
分

け
ま
す
。

　

新
し
い
畑
へ
の
植
え
付
け
は
、
条
間
８０
㎝
、

深
さ
１０
㎝
ほ
ど
の
植
え
溝
を
掘
り
、
元
肥
と

し
て
堆
肥
、
油
か
す
、
化
成
肥
料
を
施
し
、

５
〜
６
㎝
土
を
戻
し
て
か
ら
図
の
よ
う
に
、

２
〜
３
株
ま
と
め
て
、
2０
㎝
間
隔
に
植
え

付
け
ま
す
。
植
え
る
と
き
に
は
根
株
を
束

状
に
ま
と
め
ず
平
置
き
に
す
る
の
が
良
い

で
す
。
覆
土
は
株
の
上
部
が
少
し
出
る
く

ら
い
に
と
ど
め
、
や
が
て
新
葉
が
伸
び
だ

し
て
き
た
ら
、
葉
先
を
埋
め
な
い
よ
う
注

意
し
て
、
２
回
ほ
ど
覆
土
し
、
溝
が
全
部

埋
ま
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
う
す
れ
ば
２
〜
３
ヶ
月
後
に
は
見
違

え
る
ほ
ど
良
質
の
葉
が
成
長
し
て
き
ま
す
。

収
穫
は
葉
長
2０
㎝
ほ
ど
に
伸
び
た
と
き
か

ら
繰
り
返
し
行
い
ま
す
。

多
年
草
の
ニ
ラ
は
春
先
に
株
分
け
し
て

若
返
り
さ
せ
る

2017年
1月

刈り取る

大きくくわを打ち込んで
掘り上げる

根株を割る

1株ずつ分ける

元肥

新しい畑に2～3株ずつ並べて
まとめて植え付ける

恵那地域交流会であいさつをする当ＪＡ足立組合長

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

恵
那
地
域
交
流
会

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
員
に
な
っ
て
塩
切
米
麹
で

安
全
・
安
心
の
味
噌
を
手
作
り
し
ま
せ
ん

か
？●

中
津
川
地
域

日
程　
　

2
月
28
日（
火
）

場
所　
　

Ｊ
Ａ
本
店

時
間　
　

10
時
〜
／
13
時
30
分
〜

●
恵
那
地
域

日
程　
　

2
月
14
日（
火
）

場
所　
　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那

時
間　
　

13
時
30
分
〜

●
恵
南
地
域

日
程　
　

3
月
1
日（
水
）

場
所　
　

Ｊ
Ａ
恵
南
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

時
間　
　

13
時
30
分
〜

●
恵
那
北
地
域

日
程　
　

1
月
31
日（
火
）

場
所　
　

Ｊ
Ａ
恵
那
北
経
済
セ
ン
タ
ー

時
間　
　

13
時
30
分
〜

費
用
　

　

塩
切
米
麹　
　
　

１
，
７
３
０
円

　

機
械
使
用
料　
　

１
０
０
円

　
　
　
　
　
（
２
㌔
の
大
豆
に
対
し
て
）

　

女
性
部
員
会
費　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
会
員
に
未
加
入
の
方
）

※
麹
は
分
量
の
塩
が
混
ぜ
込
ん
で
あ
る
塩
切
米

麹
を
使
用
し
て
作
り
ま
す
。

塩
切
米
麹
は
Ｊ
Ａ
で
用
意
し
ま
す
が
、
当
日
大

豆
を
各
自
で
煮
て
ご
持
参
下
さ
い
。
７.
５
㌔

の
味
噌
が
で
き
ま
す
の
で
、
持
ち
帰
り
用
の
１０

㍑
の
ポ
リ
容
器
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
後

参
加
者
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
本
店　

組
織
広
報
課

℡
０
５
７
３
―
７
８
―
０
１
２
４

「
味
噌
作
り
」
講
座

　

岐
阜
県
畜
産
公
社
は
11
月
28
日
、
岐
阜
市
食
肉

地
方
卸
売
市
場
で「
２
０
１
６
年
岐
阜
食
肉
市
場

飛
騨
牛
共
進
会
」を
行
い
、
最
優
秀
賞
に
丹
羽
秀

平
さ
ん
が
出
品
し
た「
久
白
」の
枝
肉
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

同
共
進
会
に
は
県
内
か
ら
和
牛
１
２
４
頭（
雌

44
頭
、
去
勢
80
頭
）が
出
品
。
県
畜
産
研
究
所
な

ど
の
審
査
員
が
発
達
具
合
や
肉
質
な
ど
を
細
か

く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

　
「
久
白
」は
ロ
ー
ス
芯
の
面
積
や
バ
ラ
の
厚
さ
、
枝
肉
の
重
量
な
ど
で
迫
力
に
富
ん

だ
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
評
価
さ
れ
、
養
老
ミ
ー
ト
㈱（
養
老
町
）が
最
高
価
格
の
３
２
１

万
９
９
３
４
円
で
、
せ
り
落
と
し
ま
し
た
。

県
食
肉
市
場
飛
騨
牛
共
進
会

丹
羽
秀
平
さ
ん
が
最
優
秀

最優秀賞の枝肉と丹羽さん㊨

　

徳
島
県
の
Ｊ
Ａ
徳
島
市
の
松
田
清

見
組
合
長
な
ど
役
職
員
27
名
は
12
月

６
日
、
当
Ｊ
Ａ
が
取
り
組
む「
物
流

改
革
」の
視
察
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
全
農
県
本
部
職
員

10
名
と
同
Ｊ
Ａ
が
平
成
30
年
よ
り
同

改
革
を
取
り
組
む
に
あ
た
り
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
当
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合

長
は「
物
流
改
革
は
、
組
合
員
や
利

用
者
の
要
望
を
吸
収
し
、Ｊ
Ａ
の
信

頼
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
大
変
重

要
」と
改
革
の
必
要
性
を
強
調
。
各
支
店
に
出
向
く
体
制
に
よ
る
営
農

経
済
担
当
者
を
配
置
す
る
な
ど
、
地
域
の
身
近
な
存
在
と
な
る
活
動
を

紹
介
し
ま
し
た
。

物流改革成果を研修
ＪＡ徳島市が当ＪＡを視察

当ＪＡの物流改革の取り組みについて話す当ＪＡ足立組合長

　

全
国
の
農
業
関
係
者
が
議
論
す
る「
第
19
回
全
国

農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
ぎ
ふ
」の
全
体
会
が
、
11

月
10
日
に
岐
阜
市
の
岐
阜
県
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、
県
内
10
地
域
に
分
か
れ
て

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
日
の
恵
那
地
域
交
流
会
の
現
地
視
察
で
は
、
全

国
の
生
産
者
や
関
係
者
38
名
が
恵
那
市
の
㈱
え
な
笠

置
山
栗
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
行
政
の
協
力
に
よ
り
、

11　

の
栗
園
に
４,
６
０
０
本
の
栽
培
を
行
い
、
今
年

の
５
月
に
法
人
化
。
同
栗
園
鈴
村
猛
代
表
取
締
役
は

「
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
栗
づ
く
り
を
通
し
て

雇
用
を
増
や
す
た
め
に
も
事
業
を
行
っ
て
い
る
」と

説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
今
後
こ
の
広
大
な
規
模
の
栗
園
を

し
っ
か
り
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
思

う
。
５
年
後
、
10
年
後
に
成
功
し
た
栗
園
に
ま
た
訪

問
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ha
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古
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温
め
、
胃
腸
の
働
き
を
助
け
る
の
で
、

風
邪
予
防
や
回
復
に
も
効
果
的
、
抗
酸
化

作
用
に
よ
る
が
ん
の
抑
制
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

　

強
健
な
野
菜
で
、
一
度
植
え
れ
ば
毎
年
、

年
に
数
回
も
刈
り
取
り
で
き
る
も
の
で
、

狭
い
家
庭
菜
園
に
も
う
っ
て
つ
け
で
す
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
強
い
と
い
っ
て
も
２

〜
３
年
取
り
続
け
る
と
、
株
が
密
に
な
り
、

幅
広
で
厚
み
の
あ
る
良
質
の
葉
が
収
穫
で

き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

そ
う
な
る
前
に
株
分
け
し
更
新
を
は
か

る
こ
と
が

大
切
で 

す
。

　

株
分
け

の
適
期
は
、

越
冬
後
の

１
月
下
旬

〜
３
月
上

旬
に
か
け

て
で
す
。  

ニ

ラ
の
育
ち
を
観
察
す
る
と
、
冬
に
入
る
と

葉
が
次
第
に
枯
れ
、
休
眠
状
態
に
入
り
ま

す
が
、
こ
の
休
眠
が
覚
め
、
新
し
い
小
さ

な
芽
が
働
き
始
め
た
頃
を
見
計
ら
っ
て

株
分
け
作
業
を
す
る
の
で
す
。
こ
の
頃
は

根
株
に
栄
養
が
た
っ
ぷ
り
蓄
え
ら
れ
て
い

て
、
断
根
や
分
割
と
い
う
荒
治
療
を
し
て

も
傷
み
が
少
な
く
、
作
業
も
し
や
す
い
か

ら
で
す
。

　

株
分
け
作
業
は
、
ま
ず
残
っ
て
い
る
枯

葉
を
地
上
５
㎝
ほ
ど
の
高
さ
で
綺
麗
に
刈

り
取
り
ま
す
。
そ
し
て
株
の
周
り
に
く
わ

か
シ
ャ
ベ
ル
を
大
き
く
打
ち
込
み
、
根
株

を
掘
り
起
こ
し
ま
す
。
株
元
に
は
強
い
細

根
が
密
に
張
っ
て
い
る
の
で
、
全
部
を
掘

り
取
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
中
ほ

ど
で
切
断
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
一
向
に

構
い
ま
せ
ん
。

　

掘
り
上
げ
た
株
は
土
を
落
と
し
、
指
先

に
力
を
入
れ
て
大
ま
か
に
割
り
、
さ
ら
に

小
割
り
し
て
図
の
よ
う
に
１
株
ず
つ
に
分

け
ま
す
。

　

新
し
い
畑
へ
の
植
え
付
け
は
、
条
間
８０
㎝
、

深
さ
１０
㎝
ほ
ど
の
植
え
溝
を
掘
り
、
元
肥
と

し
て
堆
肥
、
油
か
す
、
化
成
肥
料
を
施
し
、

５
〜
６
㎝
土
を
戻
し
て
か
ら
図
の
よ
う
に
、

２
〜
３
株
ま
と
め
て
、
2０
㎝
間
隔
に
植
え

付
け
ま
す
。
植
え
る
と
き
に
は
根
株
を
束

状
に
ま
と
め
ず
平
置
き
に
す
る
の
が
良
い

で
す
。
覆
土
は
株
の
上
部
が
少
し
出
る
く

ら
い
に
と
ど
め
、
や
が
て
新
葉
が
伸
び
だ

し
て
き
た
ら
、
葉
先
を
埋
め
な
い
よ
う
注

意
し
て
、
２
回
ほ
ど
覆
土
し
、
溝
が
全
部

埋
ま
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
う
す
れ
ば
２
〜
３
ヶ
月
後
に
は
見
違

え
る
ほ
ど
良
質
の
葉
が
成
長
し
て
き
ま
す
。

収
穫
は
葉
長
2０
㎝
ほ
ど
に
伸
び
た
と
き
か

ら
繰
り
返
し
行
い
ま
す
。

多
年
草
の
ニ
ラ
は
春
先
に
株
分
け
し
て

若
返
り
さ
せ
る

2017年
1月

刈り取る

大きくくわを打ち込んで
掘り上げる

根株を割る

1株ずつ分ける

元肥

新しい畑に2～3株ずつ並べて
まとめて植え付ける

恵那地域交流会であいさつをする当ＪＡ足立組合長

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

恵
那
地
域
交
流
会

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
員
に
な
っ
て
塩
切
米
麹
で

安
全
・
安
心
の
味
噌
を
手
作
り
し
ま
せ
ん

か
？●

中
津
川
地
域

日
程　
　

2
月
28
日（
火
）

場
所　
　

Ｊ
Ａ
本
店

時
間　
　

10
時
〜
／
13
時
30
分
〜

●
恵
那
地
域

日
程　
　

2
月
14
日（
火
）

場
所　
　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那

時
間　
　

13
時
30
分
〜

●
恵
南
地
域

日
程　
　

3
月
1
日（
水
）

場
所　
　

Ｊ
Ａ
恵
南
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

時
間　
　

13
時
30
分
〜

●
恵
那
北
地
域

日
程　
　

1
月
31
日（
火
）

場
所　
　

Ｊ
Ａ
恵
那
北
経
済
セ
ン
タ
ー

時
間　
　

13
時
30
分
〜

費
用
　

　

塩
切
米
麹　
　
　

１
，
７
３
０
円

　

機
械
使
用
料　
　

１
０
０
円

　
　
　
　
　
（
２
㌔
の
大
豆
に
対
し
て
）

　

女
性
部
員
会
費　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
会
員
に
未
加
入
の
方
）

※
麹
は
分
量
の
塩
が
混
ぜ
込
ん
で
あ
る
塩
切
米

麹
を
使
用
し
て
作
り
ま
す
。

塩
切
米
麹
は
Ｊ
Ａ
で
用
意
し
ま
す
が
、
当
日
大

豆
を
各
自
で
煮
て
ご
持
参
下
さ
い
。
７.
５
㌔

の
味
噌
が
で
き
ま
す
の
で
、
持
ち
帰
り
用
の
１０

㍑
の
ポ
リ
容
器
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
後

参
加
者
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
本
店　

組
織
広
報
課

℡
０
５
７
３
―
７
８
―
０
１
２
４

「
味
噌
作
り
」
講
座

　

岐
阜
県
畜
産
公
社
は
11
月
28
日
、
岐
阜
市
食
肉

地
方
卸
売
市
場
で「
２
０
１
６
年
岐
阜
食
肉
市
場

飛
騨
牛
共
進
会
」を
行
い
、
最
優
秀
賞
に
丹
羽
秀

平
さ
ん
が
出
品
し
た「
久
白
」の
枝
肉
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

同
共
進
会
に
は
県
内
か
ら
和
牛
１
２
４
頭（
雌

44
頭
、
去
勢
80
頭
）が
出
品
。
県
畜
産
研
究
所
な

ど
の
審
査
員
が
発
達
具
合
や
肉
質
な
ど
を
細
か

く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

　
「
久
白
」は
ロ
ー
ス
芯
の
面
積
や
バ
ラ
の
厚
さ
、
枝
肉
の
重
量
な
ど
で
迫
力
に
富
ん

だ
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
評
価
さ
れ
、
養
老
ミ
ー
ト
㈱（
養
老
町
）が
最
高
価
格
の
３
２
１

万
９
９
３
４
円
で
、
せ
り
落
と
し
ま
し
た
。

県
食
肉
市
場
飛
騨
牛
共
進
会

丹
羽
秀
平
さ
ん
が
最
優
秀

最優秀賞の枝肉と丹羽さん㊨

　

徳
島
県
の
Ｊ
Ａ
徳
島
市
の
松
田
清

見
組
合
長
な
ど
役
職
員
27
名
は
12
月

６
日
、
当
Ｊ
Ａ
が
取
り
組
む「
物
流

改
革
」の
視
察
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
全
農
県
本
部
職
員

10
名
と
同
Ｊ
Ａ
が
平
成
30
年
よ
り
同

改
革
を
取
り
組
む
に
あ
た
り
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
当
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合

長
は「
物
流
改
革
は
、
組
合
員
や
利

用
者
の
要
望
を
吸
収
し
、Ｊ
Ａ
の
信

頼
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
大
変
重

要
」と
改
革
の
必
要
性
を
強
調
。
各
支
店
に
出
向
く
体
制
に
よ
る
営
農

経
済
担
当
者
を
配
置
す
る
な
ど
、
地
域
の
身
近
な
存
在
と
な
る
活
動
を

紹
介
し
ま
し
た
。

物流改革成果を研修
ＪＡ徳島市が当ＪＡを視察

当ＪＡの物流改革の取り組みについて話す当ＪＡ足立組合長

　

全
国
の
農
業
関
係
者
が
議
論
す
る「
第
19
回
全
国

農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
ぎ
ふ
」の
全
体
会
が
、
11

月
10
日
に
岐
阜
市
の
岐
阜
県
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、
県
内
10
地
域
に
分
か
れ
て

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
日
の
恵
那
地
域
交
流
会
の
現
地
視
察
で
は
、
全

国
の
生
産
者
や
関
係
者
38
名
が
恵
那
市
の
㈱
え
な
笠

置
山
栗
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
行
政
の
協
力
に
よ
り
、

11　

の
栗
園
に
４,
６
０
０
本
の
栽
培
を
行
い
、
今
年

の
５
月
に
法
人
化
。
同
栗
園
鈴
村
猛
代
表
取
締
役
は

「
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
栗
づ
く
り
を
通
し
て

雇
用
を
増
や
す
た
め
に
も
事
業
を
行
っ
て
い
る
」と

説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
今
後
こ
の
広
大
な
規
模
の
栗
園
を

し
っ
か
り
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
思

う
。
５
年
後
、
10
年
後
に
成
功
し
た
栗
園
に
ま
た
訪

問
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ha
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　長女の千遼ちゃんは、面倒見のいい優しいお姉さんです。
次女の七緒ちゃんは、しっかり者で活発な女の子。末っ子の
朔くんは、元気いっぱいな男の子です。３人いつも仲良くお
ままごとや元気いっぱいに走りまわって遊んでいます。「３人
仲良く健康に育ってほしい」とお母さんは願います。

笑顔がいっぱい

恵那市上矢作町

荻山 千遼ちゃん（7）　朔くん（2）　七緒ちゃん（4）

● 1213 ● JAひがしみの

　

中
津
川
市
坂
下
の「
私
立
椛
の
湖
農
業
小
学
校
」の
2
代
目
校
長
を
12
年
間
務
め

た
安
保
さ
ん
。「
た
が
や
し 

ひ
と
な
る
」を
合
言
葉
に
、
３
月
の
入
学
式
か
ら
11
月
ま

で
月
１
回
子
ど
も
た
ち
が
地
元
の
農
家
の
方
々
に
野
菜
や
米
づ
く
り
を
教
わ
り
な
が

ら
栽
培
し
、
収
穫
を
行
う
同
校
。
平
成
６
年
に
開
校
し
、
現
在
ま
で
に
延
べ
１
，３
３

２
家
族
・
１
，６
６
４
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　

安
保
さ
ん
は
椛
の
湖
で
か
つ
て
開
催
さ
れ
た
野
外
音
楽
祭
の
先
駆
け「
全
日
本
フ
ォ
ー

ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」の
仕
掛
け
人
の
一
人
。
人
口
６
千
人
の
町（
旧
坂
下
町
）に
２
万
人
が

集
ま
る
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
も「
こ
ん
な
田
舎
の
小
さ
な

町
で
も
、
多
く
の
人
を
集
め
ら
れ
る
。
何
か
で
き
る
」、「
子
ど
も
に
野
外
で
遊
ぶ
機
会
を
提

供
し
た
い
」と
い
う
構
想
を
持
ち
続
け
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
児
童
文
学
者
今
西
祐
行
さ

ん
の
絵
本「
農
業
小
学
校
の
う
た
」と
出
会
い
、
か
つ
て
の
仲
間
に
声
を
か
け
、
全
国
で
も

先
駆
け
と
な
る
農
業
小
学
校
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

安
保
さ
ん
を
含
め
、先
生
役
の
地
元
の
農
家
の

方
々
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
11
月
27
日
に
行
わ
れ

た
収
穫
祭
と
卒
業
式
を
最
後
に
23
年
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。　
　

　

卒
業
生
の
中
に
は
、
親
に
な
り
子
ど
も
と
一
緒
に

再
び
参
加
す
る
人
や
卒
業
後
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
す
る
人
な
ど
が
お
り
、
多
く
の
人
の「
一
生
忘
れ
な

い
」思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
保
さ
ん
は「
自
分
の
願
い
が
仲
間
の
助
け
に
よ
り

形
に
で
き
、子
ど
も
た
ち
に
農
業
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、多
く
の
人
と
人
が
つ
な
が

る
ぜ
い
た
く
な
時
間
を
も
ら
え
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。 　

ゆ
ず
で
町
の
活
性
化
や
特
産
品
づ
く
り
に
取
り

組
む「
か
さ
ぎ
ゆ
ず
組
合
」で
加
工
品
を
担
当
す
る

林
さ
ん
。同
組
合
は
平
成
２４
年
に
発
足
し
、組
合
員

45
戸
が
現
在
8
0
0
本
の
ゆ
ず
の
樹
を
管
理
し
、無

農
薬
・
低
樹
高
栽
培
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ゆ
ず
を
使
っ
た
加
工
品
は
、ゼ
リ
ー
や
羊
羹
、カ

ス
テ
ラ
な
ど
こ
れ
ま
で
10
種
類
以
上
の
商
品
を
販

売
し「
香
り
が
い
い
」と
好
評
で
す
。当
初
は
す
べ
て

加
工
品
は
委
託
し
て
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
か
さ
ぎ

ゆ
ず
組
合
」の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
さ
ら
に
売
り
込
む
た

め
に
は
、自
分
達
で
製
造
す
る
独
自
商
品
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、林
さ
ん
に
依
頼
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

地
元
菓
子
店
で
30
年
以
上
勤
め
て
い
た
林
さ
ん
。

そ
の
経
歴
を
活
か
し
、ゆ
ず
ゼ
リ
ー
と
ゆ
ず
羊
羹
の

開
発
に
携
わ
り
ま
し
た
。パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ゆ
ず
も
ち
ゃ
ん
」を
プ
リ
ン

ト
し
、当
Ｊ
Ａ
中
津
川・え
な
両
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
他
、道
の
駅
な
ど
14
カ
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

２
週
間
に
１
度
２
人
で
仕
込
み
作
業
を
し
、夏
場

は
45
℃
の
調
理
場
で
作
業
を
行
う
な
ど
苦
労
し
な

が
ら
も
、長
年
の
勘
で
手
際
よ
く
作
業
を
こ
な
し
ま

す
。大
量
生
産
は
で
き
な
い
も
の
の
、「
少
し
で
も
笠

置
の
ゆ
ず
の
知
名
度
を
上
げ
、町
づ
く
り
の
た
め
に

な
れ
ば
」と
話
し
ま
す
。

　

　

１
月
〜
２
月
中
旬
に
か
け
て
は
ゆ
ず
ゼ
リ
ー
が

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
ち
な
ん
だ
ゆ
ず
チ
ョ
コ
ゼ
リ
ー

に
な
る
な

ど
工
夫
を

こ
ら
し
た

商
品
も
並

び
ま
す
。

中
津
川
市
下
野

    

安
保 

洋
勝
さ
ん（
78
）

い
ろ
ん
な
出
会
い
が
財
産
に

　これからも丁寧な接客を心がけ、地域
の人に信頼され、頼りになる職員になり
たいです。

Profile

笑顔を大切に

さまざまなイベントでＰＲ
　11月20日、「笠置ふるさとゆ
ず祭り」が行われました。ゆずや加
工品の販売をはじめ、ゆず餅投げ
などさまざまな出店に多くの人が
来場しました。また、「ひがしみの
農業祭」や「みのじのみのり祭り」
など多くのイベントで販売を行っ
ています。

ゆ
ず
で
ま
ち
お
こ
し

恵那市笠置町

林　静雄さん（66）

阿
木
支
店

  

所
　
杏
奈

担　当：金融窓口
入　組：４年目
出　身：中津川市茄子川

血液型：B型
特　技：そろばん

（お詫びと訂正）　　12月号で紹介しました吉田伎歩ちゃん、知由ちゃんの住所は
　　　　　　　　　 正しくは恵那市笠置町です。お詫びして訂正いたします。



ち　 は る はじめ な　　お

　長女の千遼ちゃんは、面倒見のいい優しいお姉さんです。
次女の七緒ちゃんは、しっかり者で活発な女の子。末っ子の
朔くんは、元気いっぱいな男の子です。３人いつも仲良くお
ままごとや元気いっぱいに走りまわって遊んでいます。「３人
仲良く健康に育ってほしい」とお母さんは願います。

笑顔がいっぱい

恵那市上矢作町

荻山 千遼ちゃん（7）　朔くん（2）　七緒ちゃん（4）

● 1213 ● JAひがしみの

　

中
津
川
市
坂
下
の「
私
立
椛
の
湖
農
業
小
学
校
」の
2
代
目
校
長
を
12
年
間
務
め

た
安
保
さ
ん
。「
た
が
や
し 
ひ
と
な
る
」を
合
言
葉
に
、
３
月
の
入
学
式
か
ら
11
月
ま

で
月
１
回
子
ど
も
た
ち
が
地
元
の
農
家
の
方
々
に
野
菜
や
米
づ
く
り
を
教
わ
り
な
が

ら
栽
培
し
、
収
穫
を
行
う
同
校
。
平
成
６
年
に
開
校
し
、
現
在
ま
で
に
延
べ
１
，３
３

２
家
族
・
１
，６
６
４
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　

安
保
さ
ん
は
椛
の
湖
で
か
つ
て
開
催
さ
れ
た
野
外
音
楽
祭
の
先
駆
け「
全
日
本
フ
ォ
ー

ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」の
仕
掛
け
人
の
一
人
。
人
口
６
千
人
の
町（
旧
坂
下
町
）に
２
万
人
が

集
ま
る
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
も「
こ
ん
な
田
舎
の
小
さ
な

町
で
も
、
多
く
の
人
を
集
め
ら
れ
る
。
何
か
で
き
る
」、「
子
ど
も
に
野
外
で
遊
ぶ
機
会
を
提

供
し
た
い
」と
い
う
構
想
を
持
ち
続
け
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
児
童
文
学
者
今
西
祐
行
さ

ん
の
絵
本「
農
業
小
学
校
の
う
た
」と
出
会
い
、
か
つ
て
の
仲
間
に
声
を
か
け
、
全
国
で
も

先
駆
け
と
な
る
農
業
小
学
校
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

安
保
さ
ん
を
含
め
、先
生
役
の
地
元
の
農
家
の

方
々
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
11
月
27
日
に
行
わ
れ

た
収
穫
祭
と
卒
業
式
を
最
後
に
23
年
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。　
　

　

卒
業
生
の
中
に
は
、
親
に
な
り
子
ど
も
と
一
緒
に

再
び
参
加
す
る
人
や
卒
業
後
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
す
る
人
な
ど
が
お
り
、
多
く
の
人
の「
一
生
忘
れ
な

い
」思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
保
さ
ん
は「
自
分
の
願
い
が
仲
間
の
助
け
に
よ
り

形
に
で
き
、子
ど
も
た
ち
に
農
業
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、多
く
の
人
と
人
が
つ
な
が

る
ぜ
い
た
く
な
時
間
を
も
ら
え
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。 　

ゆ
ず
で
町
の
活
性
化
や
特
産
品
づ
く
り
に
取
り

組
む「
か
さ
ぎ
ゆ
ず
組
合
」で
加
工
品
を
担
当
す
る

林
さ
ん
。同
組
合
は
平
成
２４
年
に
発
足
し
、組
合
員

45
戸
が
現
在
8
0
0
本
の
ゆ
ず
の
樹
を
管
理
し
、無

農
薬
・
低
樹
高
栽
培
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ゆ
ず
を
使
っ
た
加
工
品
は
、ゼ
リ
ー
や
羊
羹
、カ

ス
テ
ラ
な
ど
こ
れ
ま
で
10
種
類
以
上
の
商
品
を
販

売
し「
香
り
が
い
い
」と
好
評
で
す
。当
初
は
す
べ
て

加
工
品
は
委
託
し
て
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
か
さ
ぎ

ゆ
ず
組
合
」の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
さ
ら
に
売
り
込
む
た

め
に
は
、自
分
達
で
製
造
す
る
独
自
商
品
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、林
さ
ん
に
依
頼
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

地
元
菓
子
店
で
30
年
以
上
勤
め
て
い
た
林
さ
ん
。

そ
の
経
歴
を
活
か
し
、ゆ
ず
ゼ
リ
ー
と
ゆ
ず
羊
羹
の

開
発
に
携
わ
り
ま
し
た
。パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ゆ
ず
も
ち
ゃ
ん
」を
プ
リ
ン

ト
し
、当
Ｊ
Ａ
中
津
川・え
な
両
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
他
、道
の
駅
な
ど
14
カ
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

２
週
間
に
１
度
２
人
で
仕
込
み
作
業
を
し
、夏
場

は
45
℃
の
調
理
場
で
作
業
を
行
う
な
ど
苦
労
し
な

が
ら
も
、長
年
の
勘
で
手
際
よ
く
作
業
を
こ
な
し
ま

す
。大
量
生
産
は
で
き
な
い
も
の
の
、「
少
し
で
も
笠

置
の
ゆ
ず
の
知
名
度
を
上
げ
、町
づ
く
り
の
た
め
に

な
れ
ば
」と
話
し
ま
す
。

　

　

１
月
〜
２
月
中
旬
に
か
け
て
は
ゆ
ず
ゼ
リ
ー
が

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
ち
な
ん
だ
ゆ
ず
チ
ョ
コ
ゼ
リ
ー

に
な
る
な

ど
工
夫
を

こ
ら
し
た

商
品
も
並

び
ま
す
。

中
津
川
市
下
野

    

安
保 

洋
勝
さ
ん（
78
）

い
ろ
ん
な
出
会
い
が
財
産
に

　これからも丁寧な接客を心がけ、地域
の人に信頼され、頼りになる職員になり
たいです。

Profile

笑顔を大切に

さまざまなイベントでＰＲ
　11月20日、「笠置ふるさとゆ
ず祭り」が行われました。ゆずや加
工品の販売をはじめ、ゆず餅投げ
などさまざまな出店に多くの人が
来場しました。また、「ひがしみの
農業祭」や「みのじのみのり祭り」
など多くのイベントで販売を行っ
ています。

ゆ
ず
で
ま
ち
お
こ
し

恵那市笠置町

林　静雄さん（66）

阿
木
支
店

  

所
　
杏
奈

担　当：金融窓口
入　組：４年目
出　身：中津川市茄子川

血液型：B型
特　技：そろばん

（お詫びと訂正）　　12月号で紹介しました吉田伎歩ちゃん、知由ちゃんの住所は
　　　　　　　　　 正しくは恵那市笠置町です。お詫びして訂正いたします。



● 1415 ● JAひがしみの

①ひょっとことよく対にされます
③英語でいうとファミリー
⑤凹がオウなら凸は
⑥金剛力士のこと。あうんで一対
⑦このわたや酒盗もこの一種
⑨大豆は畑のーと言われています
⑪物はーと新製品を買ってみた
⑬牛乳を温めると表面にできます
⑮足の末端のこと
⑰京都・祗園の宴席に花を添えます
⑲一年のーは元旦にあり
⑳ダイコンや練り物、ゆで卵などをだ
しで煮込んだ料理
 　正座をしていて切れることも

①子どもが楽しみにしている正月の臨
時収入

②昆布とー節でだしを取った
③親子や兄弟でそっくりな人も
④正月に付きものの汁物
⑥笑うと負けよ、あっぷっぷ
⑧がっかりしたときに落とします
⑩タイヤにつないでシュッシュ
⑫ボーダーやストライプ
⑭落ち葉をかき集める道具
⑯ノルウェーの画家、ムンクの代表的
作品

⑱忍者が指を組んで結ぶもの

■12月号の答え
ススハライ（煤払い）

■クイズ当選者（敬称略）
松村 和枝、田中 季子、勝川 勝寿
園原 道彦、渡辺 毬子、三浦 弘行
川上 紀江、熊﨑 憲、丸山 須美子
青木 萌々香

　

オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン

ダ
ー
写
真
を

見
て
、
本
当
に

行
っ
て
み
た

く
な
る
場
所

ば
か
り
で
す
。
自
然
豊
か
な
場
所
ば

か
り
で
、
今
年
も
毎
月
め
く
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

恵
那
市
岩
村
町　

三
輪 
郁
子
さ
ん　

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の
撮

影
者
と
コ
メ
ン
ト
が
と
て
も
よ

か
っ
た
で
す
。
元
旦
か
ら
、
毎
月
広

報
誌
と
共
に
合
わ
せ
見
る
こ
と
が

で
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

恵
那
市
長
島
町　

市
川 

茂
さ
ん

　「
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
」の
素

晴
ら
し
さ
に

感
動
し
ま
し

た
。
撮
影
者

の
方
々
の
秘
話
や
こ
だ
わ
り
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

中
津
川
市
蛭
川　

林 

多
栄
子
さ
ん

　

今
年
も
多
く
の
作
品
を
ご
応
募
い

た
だ
き
、素
敵
な「
ひ

が
し
み
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」を

作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

知
人
か
ら
こ
ん
な
に
立
派
な
生
姜

が
届
き
ま
し
た
。
い
つ
も
野
菜
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
津
川
市
阿
木　

匿
名
希
望

　

い
た
だ
く

野
菜
っ
て
う

れ
し
い
で
す
よ
ね
。

　
　「

食
ご
よ
み
」好
評
に
つ
き
増
刊
し

ま
し
た
！

　

本
誌
で
平
成

19
年
〜
23
年
に

か
け
て
料
理

コ
ー
ナ
ー
の
連

載
を
さ
れ
た
土

方
紀
代
子
さ

ん（
恵
那
市
東

野
）の
本「
食

ご
よ
み
」が
好
評
に
つ
き
増
刊
し
ま
し
た
。

全
61
回
に
わ
た
る
連
載
内
容
を
も
と
に
、
見
ご

た
え
の
あ
る
１
５
５
ペ
ー
ジ
で
す
。
管
理
栄
養

士
と
し
て
、
ま
た
主
婦
と
し
て
の
土
方
さ
ん
の

工
夫
と
実
践
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
食
ご
よ
み
〜
私
の
く
ら
し
か
ら
〜
」

■
価
格　

１
，０
8
０
円（
税
込
）

■
お
問
い
合
わ
せ
は

　

最
寄
の
Ｊ
Ａ
各
支
店
も
し
く
は
本
店
へ

■タテのカギ ■ヨコのカギ ﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

　
　
　

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  組織広報課

■応募締切日
平成29年1月25日(水)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
ハガキにクイズの答えと、郵便番号、
住所、氏名、年齢、職業、電話番号、
ＪＡまたは広報誌に対する意見、要
望などをご記入の上、下記までお寄
せ下さい。

1月

2月

11日（水）
〃　　

18日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
1日（水）
〃　　
〃　　
8日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
本店
加子母支店
付知支店
下野支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

1月

2月

11日（水）
12日（木）
18日（水）
〃　　
8日（水）
9日（木）

下野支店
本店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

1月

2月

11日（水）
〃　　

18日（水）
23日（月）
8日（水）
〃　　

恵那支店
山岡支店
本店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

　

雪
が
積
も
っ
た
綺
麗
な
恵
那

山
が
水
面
に
写
り
、
冬
の
澄
ん

だ
情
景
を
か
も
し
だ
し
て
お
り
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

　

生
命
の
み
な
も
と「
水
」を
讃

え
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（カレンダー応募作品より）

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

7日（火）・8日（水）平成29年2月の
ふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 0120-215-522
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744

葬儀相談
10：00～
14：00

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

場　　所内　　容 月　　日

本 店
中津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）
上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

葬儀相談
10：00～
14：00

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

2月 4日（土）
10日（金）
16日（木）
22日（水）
26日（日）

1月 6日（金）
12日（木）
18日（水）
24日（火）
29日（日）

場　　所内　　容 月　　日

■葬儀無料相談

水
源
を
支
え
る

深
山
と
溜
池

撮
　
影
：
切
石 

啓
一 

さ
ん

　
　
　
　（
中
津
川
市
落
合
）

撮
影
地
： 

中
津
川
市
神
坂（
馬
籠
）

■
昨
年
、
流
行
語
大
賞
に
〝
神
っ
て
る
〞
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、
毎
日
テ
レ
ビ
や
新
聞
等

で
騒
が
れ
て
い
る
〝
Ｔ
Ｐ
Ｐ
〞
だ
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
す
ら
な
く
、
な
ぜ
か
部
門

賞
は
〝
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
〞
で
し
た
。　
　

   　

      

（
も
）

■
２
０
１
７
年
に
な
り
ま
し
た
。毎
年
あ
っ
と
い
う

間
に
１
年
が
過
ぎ
、ま
た
新
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
酉
年
。Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
の
広
報
担
当
と
し

て
も
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も「
何
事
に
も
精
イ
ッ
パ

い
、ト
リ
組
む
１
年
に
し
た
い
」で
す
。　　
　
（
こ
）

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①任期満了に伴う役員の選任日程について
②次期ＪＡＳＴＥＭ　ＯＴＭ装置（オンラインテ
ラーズマシン）の導入について
③出資口数減少の承認について
④就業規則の一部変更について
⑤臨時雇用者就業規則の一部変更について
⑥育児休業規程の一部変更について 
⑦介護休業規程の一部変更について 
⑧Ａコープ坂本店の閉店について
【報告事項】
①平成２８年度上期部門部署別分析について
②平成２８年度アンケート調査結果について
③第４四半期余裕金運用計画額及び運用方針について
④年末・年始の対応について
・ＡＴＭの稼動状況について
・休日の火災・災害・自動車事故の対応について
・経済事業所の年末年始の休業について
⑤平成２８年度ＪＡ共済コンプライアンス点検結果 
及び改善方針の概要について

⑥平成２８年度ふれあい感謝祭実績について
⑦１１月末の事業実績について 

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品取扱高

32,544人
26億5,325万円
2,178億350万円
407億2,963万円
6,804億8,894万円
45億5,371万円
32億9,757万円

第8回理事会 （平成２8年12月20日）

（平成28年11月30日現在）
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①ひょっとことよく対にされます
③英語でいうとファミリー
⑤凹がオウなら凸は
⑥金剛力士のこと。あうんで一対
⑦このわたや酒盗もこの一種
⑨大豆は畑のーと言われています
⑪物はーと新製品を買ってみた
⑬牛乳を温めると表面にできます
⑮足の末端のこと
⑰京都・祗園の宴席に花を添えます
⑲一年のーは元旦にあり
⑳ダイコンや練り物、ゆで卵などをだ
しで煮込んだ料理
 　正座をしていて切れることも

①子どもが楽しみにしている正月の臨
時収入

②昆布とー節でだしを取った
③親子や兄弟でそっくりな人も
④正月に付きものの汁物
⑥笑うと負けよ、あっぷっぷ
⑧がっかりしたときに落とします
⑩タイヤにつないでシュッシュ
⑫ボーダーやストライプ
⑭落ち葉をかき集める道具
⑯ノルウェーの画家、ムンクの代表的
作品

⑱忍者が指を組んで結ぶもの

■12月号の答え
ススハライ（煤払い）

■クイズ当選者（敬称略）
松村 和枝、田中 季子、勝川 勝寿
園原 道彦、渡辺 毬子、三浦 弘行
川上 紀江、熊﨑 憲、丸山 須美子
青木 萌々香

　

オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン

ダ
ー
写
真
を

見
て
、
本
当
に

行
っ
て
み
た

く
な
る
場
所

ば
か
り
で
す
。
自
然
豊
か
な
場
所
ば

か
り
で
、
今
年
も
毎
月
め
く
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

恵
那
市
岩
村
町　

三
輪 

郁
子
さ
ん　

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の
撮

影
者
と
コ
メ
ン
ト
が
と
て
も
よ

か
っ
た
で
す
。
元
旦
か
ら
、
毎
月
広

報
誌
と
共
に
合
わ
せ
見
る
こ
と
が

で
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

恵
那
市
長
島
町　

市
川 

茂
さ
ん

　「
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
」の
素

晴
ら
し
さ
に

感
動
し
ま
し

た
。
撮
影
者

の
方
々
の
秘
話
や
こ
だ
わ
り
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

中
津
川
市
蛭
川　

林 

多
栄
子
さ
ん

　

今
年
も
多
く
の
作
品
を
ご
応
募
い

た
だ
き
、素
敵
な「
ひ

が
し
み
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」を

作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

知
人
か
ら
こ
ん
な
に
立
派
な
生
姜

が
届
き
ま
し
た
。
い
つ
も
野
菜
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
津
川
市
阿
木　

匿
名
希
望

　

い
た
だ
く

野
菜
っ
て
う

れ
し
い
で
す
よ
ね
。

　
　「

食
ご
よ
み
」好
評
に
つ
き
増
刊
し

ま
し
た
！

　

本
誌
で
平
成

19
年
〜
23
年
に

か
け
て
料
理

コ
ー
ナ
ー
の
連

載
を
さ
れ
た
土

方
紀
代
子
さ

ん（
恵
那
市
東

野
）の
本「
食

ご
よ
み
」が
好
評
に
つ
き
増
刊
し
ま
し
た
。

全
61
回
に
わ
た
る
連
載
内
容
を
も
と
に
、
見
ご

た
え
の
あ
る
１
５
５
ペ
ー
ジ
で
す
。
管
理
栄
養

士
と
し
て
、
ま
た
主
婦
と
し
て
の
土
方
さ
ん
の

工
夫
と
実
践
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
食
ご
よ
み
〜
私
の
く
ら
し
か
ら
〜
」

■
価
格　

１
，０
8
０
円（
税
込
）

■
お
問
い
合
わ
せ
は

　

最
寄
の
Ｊ
Ａ
各
支
店
も
し
く
は
本
店
へ

■タテのカギ ■ヨコのカギ ﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

　
　
　

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  組織広報課

■応募締切日
平成29年1月25日(水)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
ハガキにクイズの答えと、郵便番号、
住所、氏名、年齢、職業、電話番号、
ＪＡまたは広報誌に対する意見、要
望などをご記入の上、下記までお寄
せ下さい。

1月

2月

11日（水）
〃　　

18日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
1日（水）
〃　　
〃　　
8日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
本店
加子母支店
付知支店
下野支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

1月

2月

11日（水）
12日（木）
18日（水）
〃　　
8日（水）
9日（木）

下野支店
本店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

1月

2月

11日（水）
〃　　

18日（水）
23日（月）
8日（水）
〃　　

恵那支店
山岡支店
本店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

　

雪
が
積
も
っ
た
綺
麗
な
恵
那

山
が
水
面
に
写
り
、
冬
の
澄
ん

だ
情
景
を
か
も
し
だ
し
て
お
り
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

　

生
命
の
み
な
も
と「
水
」を
讃

え
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（カレンダー応募作品より）

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

7日（火）・8日（水）平成29年2月の
ふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 0120-215-522
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744

葬儀相談
10：00～
14：00

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

場　　所内　　容 月　　日

本 店
中津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）
上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

葬儀相談
10：00～
14：00

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

2月 4日（土）
10日（金）
16日（木）
22日（水）
26日（日）

1月 6日（金）
12日（木）
18日（水）
24日（火）
29日（日）

場　　所内　　容 月　　日

■葬儀無料相談

水
源
を
支
え
る

深
山
と
溜
池

撮
　
影
：
切
石 

啓
一 

さ
ん

　
　
　
　（
中
津
川
市
落
合
）

撮
影
地
： 

中
津
川
市
神
坂（
馬
籠
）

■
昨
年
、
流
行
語
大
賞
に
〝
神
っ
て
る
〞
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、
毎
日
テ
レ
ビ
や
新
聞
等

で
騒
が
れ
て
い
る
〝
Ｔ
Ｐ
Ｐ
〞
だ
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
す
ら
な
く
、
な
ぜ
か
部
門

賞
は
〝
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
〞
で
し
た
。　
　

   　

      

（
も
）

■
２
０
１
７
年
に
な
り
ま
し
た
。毎
年
あ
っ
と
い
う

間
に
１
年
が
過
ぎ
、ま
た
新
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
酉
年
。Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
の
広
報
担
当
と
し

て
も
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も「
何
事
に
も
精
イ
ッ
パ

い
、ト
リ
組
む
１
年
に
し
た
い
」で
す
。　　
　
（
こ
）

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①任期満了に伴う役員の選任日程について
②次期ＪＡＳＴＥＭ　ＯＴＭ装置（オンラインテ
ラーズマシン）の導入について
③出資口数減少の承認について
④就業規則の一部変更について
⑤臨時雇用者就業規則の一部変更について
⑥育児休業規程の一部変更について 
⑦介護休業規程の一部変更について 
⑧Ａコープ坂本店の閉店について
【報告事項】
①平成２８年度上期部門部署別分析について
②平成２８年度アンケート調査結果について
③第４四半期余裕金運用計画額及び運用方針について
④年末・年始の対応について
・ＡＴＭの稼動状況について
・休日の火災・災害・自動車事故の対応について
・経済事業所の年末年始の休業について
⑤平成２８年度ＪＡ共済コンプライアンス点検結果 
及び改善方針の概要について

⑥平成２８年度ふれあい感謝祭実績について
⑦１１月末の事業実績について 

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品取扱高

32,544人
26億5,325万円
2,178億350万円
407億2,963万円
6,804億8,894万円
45億5,371万円
32億9,757万円

第8回理事会 （平成２8年12月20日）

（平成28年11月30日現在）
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うどんはざるに入れ、熱湯をかける
鶏もも肉は一口大に切り、熱湯をかける
長ネギは斜めに切り、白菜はざく切りにする
ごぼうは薄く斜め切りにして、水にさらす
生しいたけは石づきを取り除く
油揚げは２㎝の短冊切り、かまぼこは７㎜幅に切る
少量の出汁と調味料を合わせておく
土鍋に出汁と    、    を入れ、煮立ったら中火で５分煮る
    と    と    、油揚げを入れ、煮立ったらうどんを加え、さ
らに５分煮る
かまぼこと卵を割り入れ、七味唐辛子をお好みでかける

鍋はたくさんの野菜とたんぱく質食材が入ることにより、

一品でバランスのとれた料理になります。

たくさんの野菜を煮込むと、ビタミン・ミネラルがスープに溶け

出ています。締めはうどんや雑炊にして食べましょう。（鍋の素を

使用する場合、塩分が多いので要注意）

1

3
4
5
6
7
8
9

10

2

2 4
3 5 7

大根は５㎜幅のいちょう切りにする
白菜は２㎝幅のざく切りにする
ニンジン・ごぼうはささがきにする
生姜は薄切りにする
長ネギは斜め切りにし、しめじは石づきの下を切る
豆腐は一口大に切る
土鍋に出汁と調味料を入れて煮立て、　 ～ 　を入れる
煮立ったら、つみれ・長ネギ・しめじ・豆腐を加え、
７～８分煮る

1

3
4
5
6
7
8

2

1 4

うどん（生）　
鶏もも肉　
長ネギ
白菜　
ごぼう　
生しいたけ
油揚げ　

…………………３玉
…………………２００ｇ
………………………１本
………………………1/4玉
……………………1/2本
…………………4枚

………………………1枚

かまぼこ
卵
出汁
みそ
みりん
七味唐辛子
（当JA管内特産のあじめこしょうもおすすめです。）

…………………8切れ
……………………………４個
………………………７カップ
……………………大さじ６
…………………大さじ５
………………お好み

野菜たっぷりみそ煮込みうどん

RECIPE

2野菜たっぷりつみれ鍋

作り方

H e a r t f u l  C o m m u n i c a t i o n

酉年さん大集合 

JAひがしみのアンケート
実施結果 

特集1

特集2

H e a r t f u l  C o m m u n i c a t i o n

RECIPE

1

管理栄養士の
「おすすめレシピ」

１人当たりの栄養量

エネルギー：522kcal　たんぱく質：23.9ｇ　脂質：17.2ｇ　塩分：4.3ｇ

材料　　　　　　　　　　　　　　（4人分）

大根
白菜
ニンジン
ごぼう
長ネギ
しめじ
豆腐

………………………1/3本
………………………1/4玉
……………………1本
………………………１本
………………………１本
……………………1パック
…………………………１丁

つみれ
生姜
出汁
　酒
　しょうゆ
　みりん　

……………………１２粒
………………………小1片
……………………4カップ
…………………1/2カップ

………………大さじ3
………………大さじ3

作り方

１人当たりの栄養量

エネルギー：208kcal　たんぱく質：11.0ｇ　脂質：4.5ｇ　塩分：2.1ｇ

材料　　　　　　　　　　　　　　（4人分）

http://www.ja-higashimino.or.jp/
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら

JAひがしみの
ホームページ JAひがしみの 検 索
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